
・高齢者の
シェア率が高い(*3)
・幅広い価格設定

・シニア向けに特化した
端末が多数

（簡単操作モードなど）

・若年層のシェア率が高い
・ハイエンドなモデルが

多い
・使い方に習熟が必要

Android

開発ツール：Android studio
開発言語：Kotlin

agora

*2

それぞれのスマホでトークン
を作成し、そのトークンが一
致する端末をagora（回線シ
ステム）により繋ぐ。

習慣化

高齢者の認知症になるリスクを低減させる

HearTalkの独自性 イメージ

①設定時刻に通知
②通話中アプリが話題提供

認知症を予防するシステム「HearTalk」
設定を通話相手（親族等）が行い、定期的に相手と顔

を見て話す機会を提供。習慣化を目指す

他の通話アプリ
・自分から通話
・毎回ミーティングを設定

③相手のアプリと同期

家族との継続的な会話を促す認知症予防ビデオ通話アプリ
            の開発

岩手県立盛岡第一高等学校　理数科２年
玉懸 遼真　本間 太智　兼平 堅太郎　吉谷地 優大

背景

提案

現在、認知症の患者は増加
しており、(*1)、将来的にも
増え続けると予想される。
この原因として、人と顔を
合わせる回数が減ることが
挙げられる。(*2)
→工藤雅子先生から、顔を
合わせ家族と話すことは認
知症予防に有効であるとい
うお話を伺い、アプリ作成
に至った。

目的
認知症になるリスクを低減する。

①設定時刻に通知が来る。
　通知をタップのみで通話開始。

③自分のスマホで予定を変更すると自動で相手の　　　　　　　　 
　アプリにも反映される。簡単で続けやすい。

②通話中に話題を提供、会話をより楽しく！

②

①

システムの概要

他社の端末

→端末はAndroidを選択
・通話を行う、多用する、通知を送るという点から
　　　　　　　　ネイティブアプリを使用

*3

方法

HearTalk

・気まずさを感じることも多々...

今後の展望
・ご高齢の方に協力していただいて、アプリの効果を検証する
・ご高齢の方に使いやすさや使用感についてお聞きしてアプリ
　をさらにより良くするためにブラッシュアップする

株式会社ネクスト様
岩手医科大学 医学部 脳神経内科
老年科 講師 工藤 雅子様
にご協力頂きました

引用：
*1 厚生労働省 認知症 参考資料:https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001088515.pdf
*2 日経Gooday 孤独な男性は認知症リスクが高い? https://gooday.nikkei.co.jp/atcl/column/19/022700004/121600014/?T=m_medical
*3 MMD研究所 メイン利用のスマホ端末、iPhone率は48.3％、Android率は51.4％　2024年と比較するとAndorid率が1.3pt増加 　　　　　　　
     https://release.nikkei.co.jp/attach/698298/01_202510211035.pdf

習慣化

①通話日時の設定

③通知をタップ④ビデオ通話開始

高齢者側は招待コード
を入力するだけで簡単

②リストの確認

リストへの追加を確認
　訂正箇所があれば
　　編集も可能

設定時刻に通知
タップのみで通話開始家族と楽しく顔を見て会話

「HearTalk」

https://mmdlabo.jp/investigation/detail_2496.html

